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19　教育・保育給付認定申請書記入例

　（宛先）鈴鹿市長

〒 513-8701

鈴鹿市　神戸一丁目18番18号 090-〇□△×-□□〇△

ｱﾊﾟｰﾄ名等 080-△□××-〇×△□

　　鈴鹿　　太郎
（申請者は、児童を養育する生計の中心者になります。※詳細は裏面「記入上の注意」へ。）

性別

☑ 有 ： 保護者の就労、疾病等の理由により、保育所等において保育の利用を希望する場合

□ 無 ：

□ ☑ （ 津市 ）

☑ □ （ ）

（※1）

（※2）

（※3）

ﾌﾘｶﾞﾅ スズカ　 タロウ

鈴鹿　太郎
ﾌﾘｶﾞﾅ スズカ　 ハナコ

鈴鹿　花子

ここどどももココーードド：：※市記載欄

　Ｔ・Ｓ・Ｈ・Ｒ
（※1）

 □ 有　　□ 無
  ↳該当番号（　 　）年　　月　　日

そ
の
他
の
家
族
（

申
請
児
童
以
外
）

　Ｔ・Ｓ・Ｈ・Ｒ
（※1）

 □ 有　　□ 無
  ↳該当番号（　 　）年　　月　　日

　Ｔ・Ｓ・Ｈ・Ｒ
（※1）

 □ 有　　□ 無
  ↳該当番号（　 　）年　　月　　日

 ☑ 有　　□ 無
  ↳該当番号（ ③ ）37年　7月15日

鈴鹿　一郎 兄
　Ｔ・Ｓ・Ｈ・Ｒ

（※1） ○○小学校
 □ 有　　☑ 無
  ↳該当番号（　 　）30年　1月　1日

鈴鹿　幸子 祖母
　Ｔ・Ｓ・Ｈ・Ｒ

（※1） 無職

 □ 有　　☑ 無
  ↳該当番号（　 　）62年　5月　1日

勤務先、学校等
ひとり親世帯等の
該当の有無（※2）続     柄 番号

父
　Ｓ・Ｈ

（※1） （株）○○
 □ 有　　☑ 無
  ↳該当番号（　 　）61年　4月　1日

母
　Ｓ・Ｈ

（※1） △△（株）

保護者の令和９年1月1日現在における住所所在の市町村（予定） 市内 市外

氏　　　　　　　名
児童との

生　年　月　日
個人

個人番号は、別紙「個人番号報告書」に記入して提出してください。

保護者又は保護者と同一の世帯（生計を一にする別世帯者を含む。）に属する方が、次の①から⑧までのいずれかに該当する場合は、有に☑
及び該当番号を（　）内に記入し、それらに該当していることが確認できる書類（手帳や証書の写し）を添付してください。（受給・交付等を申請中
の場合は、枠内に「申請中」と記入してください。）
①生活保護法の規定による保護を受けている方　②児童扶養手当の認定を受けている方　③身体障害者手帳の交付を受けている方
④療育手帳の交付を受けている方　⑤精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方　⑥特別児童扶養手当の認定を受けている方
⑦国民年金の障害基礎年金等を受給している方　⑧生活保護法の規定による要保護者その他市長が要保護者に準ずる程度に困窮していると
認める者　※③から⑦は介護施設等に入所していない在宅の方に限ります。

・「保育所等」とは、保育所（園）、認定こども園（保育部分）、小規模保育、家庭的保育、居宅訪問型保育、事業所内保育をいいます。（以下同
じ。）
・「幼稚園等」とは、幼稚園、認定こども園（教育部分）をいいます。（以下同じ。）

((１１))　　家家族族のの状状況況    ※※同同居居・・同同住住所所親親族族等等のの全全員員ににつついいてて（（保保護護者者がが扶扶養養すするる子子どどももににつついいててはは、、別別居居のの場場合合もも ））記記入入ししててくくだだささいい。。

保育の希望の有無
（※3） 幼稚園等の利用を希望する場合（保育所等との併願の場合を除く。）

保護者の令和８年1月1日現在における住所所在の市町村 市内 市外

男
　
女

氏　　　　　名

ﾌﾘｶﾞﾅ　　スズカ　　  ジロウ

　　　　　鈴鹿　 二郎

生　年　月　日

８８年年　　４４月月  2200日日

個人
番号

　ひとり親世帯等の
　該当の有無（※2）

0  歳
（※1）

 □ 有　　☑ 無
  ↳該当番号（　 　）

　　次次ののととおおりり施施設設型型給給付付費費・・地地域域型型保保育育給給付付費費にに係係るる教教育育・・保保育育給給付付認認定定ににつついいてて、、裏裏面面のの注注意意事事項項をを熟熟読読及及びび留留意意事事項項にに同同意意のの上上申申請請ししまますす。。

　　教教  育育  ・・  保保  育育  給給  付付  認認  定定  申申  請請  書書 児童番号　　　　　　　号

（施設型給付費・地域型保育給付費等） きょうだい番号　　　　　　　号

※太線の枠　　　　　内に、記入してください。
記入の際は、筆記した文字を容易に消すことができるボールペンや鉛筆等の筆記用具は使用しないでください。
記入の際は、「令和９年度保育所(園)・認定こども園案内」を必ず確認してください。

令和　８年　９月　４日

保護者住所
TEL(自宅・父・母)

TEL(自宅・父・母)

保護者氏名

　　ななおお、、市市がが施施設設型型給給付付費費・・地地域域型型保保育育給給付付費費等等のの教教育育・・保保育育給給付付認認定定にに必必要要なな市市町町村村民民税税のの情情報報（（同同一一世世帯帯者者及及びび生生計計をを一一ににすするる別別世世帯帯者者をを
含含むむ。。））及及びび世世帯帯情情報報をを閲閲覧覧しし、、そそのの情情報報にに基基づづきき決決定定ししたた利利用用者者負負担担額額ににつついいてて、、特特定定教教育育・・保保育育施施設設等等にに対対ししてて提提示示すするるここととにに同同意意ししまますす。。

児童
（申請に係る小学
校就学前の子ども）

令和９年4月1日
　　現在の満年齢

記記入入例例

- 14 -

祖父 □同居 □離別 ☑死別 □就労  □就労（自営）　□無職

（　　 　　歳）□別居（住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

祖母 ☑同居 □離別 □死別 □就労  □就労（自営）　☑無職

（　64 　歳）□別居（住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

祖父 □同居 □離別 □死別 ☑就労  □就労（自営）　□無職

（  60 　歳）☑別居（住所：　津市　　　　　　　　　　　　　　　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

祖母 □同居 □離別 □死別 ☑就労  □就労（自営）　□無職

（　61 　歳）☑別居（住所：　鈴鹿市大池二丁目２－２ 　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

☑

□

　2　家庭で児童と離れて、日常の家事以外の仕事をしているため。

　4　病気にかかり、負傷し、又は心身に障がいがあるため。

　　　）

☑ 保育標準時間　（最大11時間※利用できる時間帯は施設により異なります）

□ 保育短時間　（最大８時間※利用できる時間帯は施設により異なります）
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（（表表面面）） ●「保護者氏名」の欄に記入する「保護者」は，保育所等の利用希望日以前に鈴鹿市に住民票のある（ある予定の）方である必要があり
ます。なお，父母共に鈴鹿市在住の場合は，生計の中心者（基本的には，児童手当受給者）を記入してください。ただし，事情があり生
計の中心者と児童が別居している場合等は，児童と同居している保護者としてください。

（（裏裏面面）） ●「利用を希望する期間」の欄は，小学校就学始期に達するまでのうち，施設（事業者）の利用を希望する期間を記入してください。（「保
育の希望の有無」の欄で「有」をチェックした場合は，保育の利用を必要とする理由に該当すると見込まれる期間の範囲内で記入してく
ださい。）

（（留留意意事事項項））
●●翌翌年年度度入入所所のの教教育育・・保保育育給給付付認認定定申申請請ににつついいててはは、、申申請請がが集集中中しし審審査査にに時時間間をを要要すするるここととかからら、、教教育育・・保保育育給給付付認認定定のの結結果果はは、、1122月月中中ままででのの受受
理理分分ににつついいててはは翌翌年年11月月下下旬旬かからら22月月上上旬旬、、11月月かからら33月月上上旬旬ままででのの受受理理分分ににつついいててはは33月月中中のの通通知知ととななりりまますす。。ななおお、、審審査査のの進進捗捗状状況況にによよりり通通知知のの
発発送送がが早早ままるる場場合合ががあありりまますす。。
●●記記入入いいたただだいいたた内内容容にに変変更更がが生生じじたた場場合合はは、、速速ややかかにに申申しし出出ててくくだだささいい。。申申請請書書及及びび添添付付書書類類にに記記載載ししたた事事項項ににつついいてて、、内内容容がが事事実実とと異異ななるる、、
ああるるいいはは虚虚偽偽ででああるる場場合合、、教教育育・・保保育育給給付付認認定定をを取取りり消消すす場場合合ががあありりまますす。。
●●教教育育・・保保育育給給付付認認定定（（保保育育のの必必要要性性のの認認定定））ににつついいててはは、、「「保保育育のの実実施施基基準準にに該該当当ししなないいたためめ、、希希望望すするる認認定定がが受受けけらられれなないい場場合合」」、、「「保保育育のの実実
施施基基準準のの該該当当事事由由にによよりり利利用用期期間間やや利利用用時時間間のの希希望望にに添添ええなないい場場合合」」ががあありりまますす。。

＊＊　　記記入入上上のの注注意意　　＊＊

（　　　　　） 　5　家族に長期にわたる病人や、心身に障がいのある人がいて、保護者がいつもその看護又は介護に当たっ
      ているため。

　6　火災や風水害や地震などの災害に遭い、保護者がその復旧に当たるため。

※「1」、「3」、「7」、「8」
の場合は予定日を記
入してください。

　7　求職活動のため。（教育・保育給付認定期間は最長３か月間です。）
      ※就労内定（令和　　年　　月　　日就労開始予定）を含む。

  8  就学中（令和　　年　　月　　日まで）のため。

　9　 その他　理由　（

希望する利用時間

利用曜日 利用時間

月　曜日から　　金　曜日まで

その他【　　　】

((４４))　　保保育育のの利利用用をを必必要要ととすするる事事由由等等

※保護者の就労又は疾病等の理由により保育の利用を希望する場合にのみ記入してください。

保育の利用を
　　「「保保育育のの利利用用をを必必要要ととすするる事事由由」」のの内内容容がが詳詳ししくくわわかかるる所所定定のの様様式式をを、、別別途途案案内内すするる期期日日ままででにに提提出出ししててくくだだささいい。。

必要とする事由

右の番号から選んで 　1　家庭の外で仕事をしているため。　※育児休業復帰（令和９年４月20日復帰予定）を含む。

ください。

父【　１　】 　3　出産前後（令和　　年　　月　　日出産予定）のため。

　　　（教育・保育給付認定期間は出産月の2か月前から始まり、終わりを出産日から起算して8週間を経過する日の翌日が属する月の
         末日までとします。ただし、多胎児妊娠の場合は始まりを出産月の4か月前からとします。）母【　１　】

((２２))　　祖祖父父母母のの状状況況

父方

母方

((３３))　　利利用用をを希希望望すするる期期間間

利用を希望する期間 令和　　９年　　４月　　１日 から

小学校就学前まで

令和　　　　年　　　　月　　　　日まで

○○提提出出のの前前にに確確認認ををおお願願いいししまますす。。

□（１）家族の状況に同居している方全員の氏名、生年月日等について記載しましたか。（世帯が別であっても、

同住所又は同一敷地の場合や、保護者が扶養する児童については、別居の場合でも記載してください）

□「ひとり親世帯等の該当の有無」について、「有」又は「無」に をしましたか。

「有」に をした場合は、該当することが確認できる書類等（手帳や証書の写し）を添付してください。



祖父 □同居 □離別 ☑死別 □就労  □就労（自営）　□無職

（　　 　　歳）□別居（住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

祖母 ☑同居 □離別 □死別 □就労  □就労（自営）　☑無職

（　64 　歳）□別居（住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

祖父 □同居 □離別 □死別 ☑就労  □就労（自営）　□無職

（  60 　歳）☑別居（住所：　津市　　　　　　　　　　　　　　　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

祖母 □同居 □離別 □死別 ☑就労  □就労（自営）　□無職

（　61 　歳）☑別居（住所：　鈴鹿市大池二丁目２－２ 　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

☑

□

　2　家庭で児童と離れて、日常の家事以外の仕事をしているため。

　4　病気にかかり、負傷し、又は心身に障がいがあるため。

　　　）

☑ 保育標準時間　（最大11時間※利用できる時間帯は施設により異なります）

□ 保育短時間　（最大８時間※利用できる時間帯は施設により異なります）

-15-

（（表表面面）） ●「保護者氏名」の欄に記入する「保護者」は，保育所等の利用希望日以前に鈴鹿市に住民票のある（ある予定の）方である必要があり
ます。なお，父母共に鈴鹿市在住の場合は，生計の中心者（基本的には，児童手当受給者）を記入してください。ただし，事情があり生
計の中心者と児童が別居している場合等は，児童と同居している保護者としてください。

（（裏裏面面）） ●「利用を希望する期間」の欄は，小学校就学始期に達するまでのうち，施設（事業者）の利用を希望する期間を記入してください。（「保
育の希望の有無」の欄で「有」をチェックした場合は，保育の利用を必要とする理由に該当すると見込まれる期間の範囲内で記入してく
ださい。）

（（留留意意事事項項））
●●翌翌年年度度入入所所のの教教育育・・保保育育給給付付認認定定申申請請ににつついいててはは、、申申請請がが集集中中しし審審査査にに時時間間をを要要すするるここととかからら、、教教育育・・保保育育給給付付認認定定のの結結果果はは、、1122月月中中ままででのの受受
理理分分ににつついいててはは翌翌年年11月月下下旬旬かからら22月月上上旬旬、、11月月かからら33月月上上旬旬ままででのの受受理理分分ににつついいててはは33月月中中のの通通知知ととななりりまますす。。ななおお、、審審査査のの進進捗捗状状況況にによよりり通通知知のの
発発送送がが早早ままるる場場合合ががあありりまますす。。
●●記記入入いいたただだいいたた内内容容にに変変更更がが生生じじたた場場合合はは、、速速ややかかにに申申しし出出ててくくだだささいい。。申申請請書書及及びび添添付付書書類類にに記記載載ししたた事事項項ににつついいてて、、内内容容がが事事実実とと異異ななるる、、
ああるるいいはは虚虚偽偽ででああるる場場合合、、教教育育・・保保育育給給付付認認定定をを取取りり消消すす場場合合ががあありりまますす。。
●●教教育育・・保保育育給給付付認認定定（（保保育育のの必必要要性性のの認認定定））ににつついいててはは、、「「保保育育のの実実施施基基準準にに該該当当ししなないいたためめ、、希希望望すするる認認定定がが受受けけらられれなないい場場合合」」、、「「保保育育のの実実
施施基基準準のの該該当当事事由由にによよりり利利用用期期間間やや利利用用時時間間のの希希望望にに添添ええなないい場場合合」」ががあありりまますす。。

＊＊　　記記入入上上のの注注意意　　＊＊

（　　　　　） 　5　家族に長期にわたる病人や、心身に障がいのある人がいて、保護者がいつもその看護又は介護に当たっ
      ているため。

　6　火災や風水害や地震などの災害に遭い、保護者がその復旧に当たるため。

※「1」、「3」、「7」、「8」
の場合は予定日を記
入してください。

　7　求職活動のため。（教育・保育給付認定期間は最長３か月間です。）
      ※就労内定（令和　　年　　月　　日就労開始予定）を含む。

  8  就学中（令和　　年　　月　　日まで）のため。

　9　 その他　理由　（

希望する利用時間

利用曜日 利用時間

月　曜日から　　金　曜日まで

その他【　　　】

((４４))　　保保育育のの利利用用をを必必要要ととすするる事事由由等等

※保護者の就労又は疾病等の理由により保育の利用を希望する場合にのみ記入してください。

保育の利用を
　　「「保保育育のの利利用用をを必必要要ととすするる事事由由」」のの内内容容がが詳詳ししくくわわかかるる所所定定のの様様式式をを、、別別途途案案内内すするる期期日日ままででにに提提出出ししててくくだだささいい。。

必要とする事由

右の番号から選んで 　1　家庭の外で仕事をしているため。　※育児休業復帰（令和９年４月20日復帰予定）を含む。

ください。

父【　１　】 　3　出産前後（令和　　年　　月　　日出産予定）のため。

　　　（教育・保育給付認定期間は出産月の2か月前から始まり、終わりを出産日から起算して8週間を経過する日の翌日が属する月の
         末日までとします。ただし、多胎児妊娠の場合は始まりを出産月の4か月前からとします。）母【　１　】

((２２))　　祖祖父父母母のの状状況況

父方

母方

((３３))　　利利用用をを希希望望すするる期期間間

利用を希望する期間 令和　　９年　　４月　　１日 から

小学校就学前まで

令和　　　　年　　　　月　　　　日まで

○○提提出出のの前前にに確確認認ををおお願願いいししまますす。。

□（１）家族の状況に同居している方全員の氏名、生年月日等について記載しましたか。（世帯が別であっても、

同住所又は同一敷地の場合や、保護者が扶養する児童については、別居の場合でも記載してください）

□「ひとり親世帯等の該当の有無」について、「有」又は「無」に をしましたか。

「有」に をした場合は、該当することが確認できる書類等（手帳や証書の写し）を添付してください。

19　教育・保育給付認定申請書記入例

　（宛先）鈴鹿市長

〒 513-8701

鈴鹿市　神戸一丁目18番18号 090-〇□△×-□□〇△

ｱﾊﾟｰﾄ名等 080-△□××-〇×△□

　　鈴鹿　　太郎
（申請者は、児童を養育する生計の中心者になります。※詳細は裏面「記入上の注意」へ。）

性別

☑ 有 ： 保護者の就労、疾病等の理由により、保育所等において保育の利用を希望する場合

□ 無 ：

□ ☑ （ 津市 ）

☑ □ （ ）

（※1）

（※2）

（※3）

ﾌﾘｶﾞﾅ スズカ　 タロウ

鈴鹿　太郎
ﾌﾘｶﾞﾅ スズカ　 ハナコ

鈴鹿　花子

ここどどももココーードド：：※市記載欄

　Ｔ・Ｓ・Ｈ・Ｒ
（※1）

 □ 有　　□ 無
  ↳該当番号（　 　）年　　月　　日

そ
の
他
の
家
族
（

申
請
児
童
以
外
）

　Ｔ・Ｓ・Ｈ・Ｒ
（※1）

 □ 有　　□ 無
  ↳該当番号（　 　）年　　月　　日

　Ｔ・Ｓ・Ｈ・Ｒ
（※1）

 □ 有　　□ 無
  ↳該当番号（　 　）年　　月　　日

 ☑ 有　　□ 無
  ↳該当番号（ ③ ）37年　7月15日

鈴鹿　一郎 兄
　Ｔ・Ｓ・Ｈ・Ｒ

（※1） ○○小学校
 □ 有　　☑ 無
  ↳該当番号（　 　）30年　1月　1日

鈴鹿　幸子 祖母
　Ｔ・Ｓ・Ｈ・Ｒ

（※1） 無職

 □ 有　　☑ 無
  ↳該当番号（　 　）62年　5月　1日

勤務先、学校等
ひとり親世帯等の
該当の有無（※2）続     柄 番号

父
　Ｓ・Ｈ

（※1） （株）○○
 □ 有　　☑ 無
  ↳該当番号（　 　）61年　4月　1日

母
　Ｓ・Ｈ

（※1） △△（株）

保護者の令和９年1月1日現在における住所所在の市町村（予定） 市内 市外

氏　　　　　　　名
児童との

生　年　月　日
個人

個人番号は、別紙「個人番号報告書」に記入して提出してください。

保護者又は保護者と同一の世帯（生計を一にする別世帯者を含む。）に属する方が、次の①から⑧までのいずれかに該当する場合は、有に☑
及び該当番号を（　）内に記入し、それらに該当していることが確認できる書類（手帳や証書の写し）を添付してください。（受給・交付等を申請中
の場合は、枠内に「申請中」と記入してください。）
①生活保護法の規定による保護を受けている方　②児童扶養手当の認定を受けている方　③身体障害者手帳の交付を受けている方
④療育手帳の交付を受けている方　⑤精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方　⑥特別児童扶養手当の認定を受けている方
⑦国民年金の障害基礎年金等を受給している方　⑧生活保護法の規定による要保護者その他市長が要保護者に準ずる程度に困窮していると
認める者　※③から⑦は介護施設等に入所していない在宅の方に限ります。

・「保育所等」とは、保育所（園）、認定こども園（保育部分）、小規模保育、家庭的保育、居宅訪問型保育、事業所内保育をいいます。（以下同
じ。）
・「幼稚園等」とは、幼稚園、認定こども園（教育部分）をいいます。（以下同じ。）

((１１))　　家家族族のの状状況況    ※※同同居居・・同同住住所所親親族族等等のの全全員員ににつついいてて（（保保護護者者がが扶扶養養すするる子子どどももににつついいててはは、、別別居居のの場場合合もも ））記記入入ししててくくだだささいい。。

保育の希望の有無
（※3） 幼稚園等の利用を希望する場合（保育所等との併願の場合を除く。）

保護者の令和８年1月1日現在における住所所在の市町村 市内 市外

男
　
女

氏　　　　　名

ﾌﾘｶﾞﾅ　　スズカ　　  ジロウ

　　　　　鈴鹿　 二郎

生　年　月　日

８８年年　　４４月月  2200日日

個人
番号

　ひとり親世帯等の
　該当の有無（※2）

0  歳
（※1）

 □ 有　　☑ 無
  ↳該当番号（　 　）

　　次次ののととおおりり施施設設型型給給付付費費・・地地域域型型保保育育給給付付費費にに係係るる教教育育・・保保育育給給付付認認定定ににつついいてて、、裏裏面面のの注注意意事事項項をを熟熟読読及及びび留留意意事事項項にに同同意意のの上上申申請請ししまますす。。

　　教教  育育  ・・  保保  育育  給給  付付  認認  定定  申申  請請  書書 児童番号　　　　　　　号

（施設型給付費・地域型保育給付費等） きょうだい番号　　　　　　　号

※太線の枠　　　　　内に、記入してください。
記入の際は、筆記した文字を容易に消すことができるボールペンや鉛筆等の筆記用具は使用しないでください。
記入の際は、「令和９年度保育所(園)・認定こども園案内」を必ず確認してください。

令和　８年　９月　４日

保護者住所
TEL(自宅・父・母)

TEL(自宅・父・母)

保護者氏名

　　ななおお、、市市がが施施設設型型給給付付費費・・地地域域型型保保育育給給付付費費等等のの教教育育・・保保育育給給付付認認定定にに必必要要なな市市町町村村民民税税のの情情報報（（同同一一世世帯帯者者及及びび生生計計をを一一ににすするる別別世世帯帯者者をを
含含むむ。。））及及びび世世帯帯情情報報をを閲閲覧覧しし、、そそのの情情報報にに基基づづきき決決定定ししたた利利用用者者負負担担額額ににつついいてて、、特特定定教教育育・・保保育育施施設設等等にに対対ししてて提提示示すするるここととにに同同意意ししまますす。。

児童
（申請に係る小学
校就学前の子ども）

令和９年4月1日
　　現在の満年齢

記記入入例例
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祖父 □同居 □離別 ☑死別 □就労  □就労（自営）　□無職

（　　 　　歳）□別居（住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

祖母 ☑同居 □離別 □死別 □就労  □就労（自営）　☑無職

（　64 　歳）□別居（住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

祖父 □同居 □離別 □死別 ☑就労  □就労（自営）　□無職

（  60 　歳）☑別居（住所：　津市　　　　　　　　　　　　　　　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

祖母 □同居 □離別 □死別 ☑就労  □就労（自営）　□無職

（　61 　歳）☑別居（住所：　鈴鹿市大池二丁目２－２ 　） □疾病、障がい等　□その他（　　　　　　　　　　　　）

☑

□

　2　家庭で児童と離れて、日常の家事以外の仕事をしているため。

　4　病気にかかり、負傷し、又は心身に障がいがあるため。

　　　）

☑ 保育標準時間　（最大11時間※利用できる時間帯は施設により異なります）

□ 保育短時間　（最大８時間※利用できる時間帯は施設により異なります）
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（（表表面面）） ●「保護者氏名」の欄に記入する「保護者」は，保育所等の利用希望日以前に鈴鹿市に住民票のある（ある予定の）方である必要があり
ます。なお，父母共に鈴鹿市在住の場合は，生計の中心者（基本的には，児童手当受給者）を記入してください。ただし，事情があり生
計の中心者と児童が別居している場合等は，児童と同居している保護者としてください。

（（裏裏面面）） ●「利用を希望する期間」の欄は，小学校就学始期に達するまでのうち，施設（事業者）の利用を希望する期間を記入してください。（「保
育の希望の有無」の欄で「有」をチェックした場合は，保育の利用を必要とする理由に該当すると見込まれる期間の範囲内で記入してく
ださい。）

（（留留意意事事項項））
●●翌翌年年度度入入所所のの教教育育・・保保育育給給付付認認定定申申請請ににつついいててはは、、申申請請がが集集中中しし審審査査にに時時間間をを要要すするるここととかからら、、教教育育・・保保育育給給付付認認定定のの結結果果はは、、1122月月中中ままででのの受受
理理分分ににつついいててはは翌翌年年11月月下下旬旬かからら22月月上上旬旬、、11月月かからら33月月上上旬旬ままででのの受受理理分分ににつついいててはは33月月中中のの通通知知ととななりりまますす。。ななおお、、審審査査のの進進捗捗状状況況にによよりり通通知知のの
発発送送がが早早ままるる場場合合ががあありりまますす。。
●●記記入入いいたただだいいたた内内容容にに変変更更がが生生じじたた場場合合はは、、速速ややかかにに申申しし出出ててくくだだささいい。。申申請請書書及及びび添添付付書書類類にに記記載載ししたた事事項項ににつついいてて、、内内容容がが事事実実とと異異ななるる、、
ああるるいいはは虚虚偽偽ででああるる場場合合、、教教育育・・保保育育給給付付認認定定をを取取りり消消すす場場合合ががあありりまますす。。
●●教教育育・・保保育育給給付付認認定定（（保保育育のの必必要要性性のの認認定定））ににつついいててはは、、「「保保育育のの実実施施基基準準にに該該当当ししなないいたためめ、、希希望望すするる認認定定がが受受けけらられれなないい場場合合」」、、「「保保育育のの実実
施施基基準準のの該該当当事事由由にによよりり利利用用期期間間やや利利用用時時間間のの希希望望にに添添ええなないい場場合合」」ががあありりまますす。。

＊＊　　記記入入上上のの注注意意　　＊＊

（　　　　　） 　5　家族に長期にわたる病人や、心身に障がいのある人がいて、保護者がいつもその看護又は介護に当たっ
      ているため。

　6　火災や風水害や地震などの災害に遭い、保護者がその復旧に当たるため。

※「1」、「3」、「7」、「8」
の場合は予定日を記
入してください。

　7　求職活動のため。（教育・保育給付認定期間は最長３か月間です。）
      ※就労内定（令和　　年　　月　　日就労開始予定）を含む。

  8  就学中（令和　　年　　月　　日まで）のため。

　9　 その他　理由　（

希望する利用時間

利用曜日 利用時間

月　曜日から　　金　曜日まで

その他【　　　】

((４４))　　保保育育のの利利用用をを必必要要ととすするる事事由由等等

※保護者の就労又は疾病等の理由により保育の利用を希望する場合にのみ記入してください。

保育の利用を
　　「「保保育育のの利利用用をを必必要要ととすするる事事由由」」のの内内容容がが詳詳ししくくわわかかるる所所定定のの様様式式をを、、別別途途案案内内すするる期期日日ままででにに提提出出ししててくくだだささいい。。

必要とする事由

右の番号から選んで 　1　家庭の外で仕事をしているため。　※育児休業復帰（令和９年４月20日復帰予定）を含む。

ください。

父【　１　】 　3　出産前後（令和　　年　　月　　日出産予定）のため。

　　　（教育・保育給付認定期間は出産月の2か月前から始まり、終わりを出産日から起算して8週間を経過する日の翌日が属する月の
         末日までとします。ただし、多胎児妊娠の場合は始まりを出産月の4か月前からとします。）母【　１　】

((２２))　　祖祖父父母母のの状状況況

父方

母方

((３３))　　利利用用をを希希望望すするる期期間間

利用を希望する期間 令和　　９年　　４月　　１日 から

小学校就学前まで

令和　　　　年　　　　月　　　　日まで

○○提提出出のの前前にに確確認認ををおお願願いいししまますす。。

□（１）家族の状況に同居している方全員の氏名、生年月日等について記載しましたか。（世帯が別であっても、

同住所又は同一敷地の場合や、保護者が扶養する児童については、別居の場合でも記載してください）

□「ひとり親世帯等の該当の有無」について、「有」又は「無」に をしましたか。

「有」に をした場合は、該当することが確認できる書類等（手帳や証書の写し）を添付してください。
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